
 

 
 

一般財団法人	有本積善社	

	

第２2 回	 番組審議会	議事録	
	

開催日時：2018 年 8 月 30 日（木）16：00～17:20	

会	 	 場：京都府舞鶴市字円満寺 158-6	西市民プラザ 2階	市民活動団体活動室	

委員総数：7人	 	 出席：4人	 欠席：3人	

出席委員：水嶋純作、楠崇智、尾関善之、山内（メールコメント）	

欠席委員：山下美晴、今安博和、松井恭子	

局側出席者：ジェネラルマネージャー	 時岡浩二	

	 	 	 放送局長		 	 	 中西	進	

制作チーフ		 	 	 上田秀篤（順不同敬称略）	

	

議 事 

 

1. 局からの報告事項 

① ３名の新パーソナリティ候補の研修は 8/22 に終わり、９月中にデモ番組の制作をして
デビューは 10月に入ってからになる見込み。	

② 7/28（土）〜29（日）の台風 12号、8/23（木）〜24（金）の台風 20号に伴い、下記の
ように割込放送を実施し、気象情報、舞鶴市からの避難勧告、避難所情報、交通情報等

を放送した	

【台風 12号	割込放送】	 	

7/28（土）		7 回		61 分	

	 	 7/29（日）		9 回		40 分		

計	16 回	101 分	

	

【台風 20号	割込放送】	 	

8/23（木）		8 回		43 分	

	 	 8/24（金）	12 回		65 分			

	 	 	 	 	計	20 回	108 分	

	

③ 7/26 の前回審議会以降のイベント中継生放送の実施状況はつぎのとおり。	

・7/28（土）ちゃった祭り前夜祭（西地区商店街）	

→台風 12号接近のためイベント自体取り止め	

・7/29（日）ちゃった祭り花火大会（東地区海岸）	

	 	 	 →実施	

④ 平成 30年 7月豪雨による「万願寺甘とう」への甚大な被害に鑑み、ウィークデーの 18:00
〜49に放送しているBayside	Line	Kyotoの8月中の第3水曜日の中で「SAVE	THE	MANGANJI」

と題した特集を組んだ。生産地の状況を伝えるとともに、生産者へのインタビューなど

を放送した。そのうち 1回はふるるファームで 8/11（土）に行われた「万願寺まつり」

で公開収録したものを放送した。また、この番組を編集し、週末に 30分番組として再

放送を含め、それぞれ 3回ずつ放送した。なお、編集した番組については京都府の提供

で放送した。	



 

 
 

	

⑤ ウィークデーの 10:00〜49 に放送している Bayside	Morning	Kyoto の中で、8/7 から毎
週火曜日に 15分程度の「釣り情報と音楽」をテーマにした 15分程度の対談コーナを設

けた。レギュラーゲストは音楽グループ TRICKandTREAT のボーカル加奈さん。協賛スポ

ンサーも付いている。	

	

⑥ ウィークデーの 16:00〜49 に放送している Premium	Kyoto の中で、8/20〜9/10 の毎週月
曜日に 15分程度、「認知症ラジオリレートーク」と題したゲストコーナーを放送して

いる。9月が世界アルツハイマー月間であることにちなみ、中丹東保健所の協賛スポン

サー付きで放送している。	

	

２． 議題	

① 番組審議		
2018 年 7 月 29 日（日）18:00〜20:29 放送の特別番組	

「第 43回ちゃったまつり花火大会」	

パーソナリティ：	高橋圭太、井上幸葉	

ゲスト：	 第 39 代クイーンまいづるの 3人	

	國友銃砲火薬店	花火師	

	

【主な意見】	

• クイーンまいづる 3人のゲストからは、舞鶴の色々な感想や思いを聞け良かったが、
あらかじめ質問を伝えて回答を得ていたためか、少し形式ばっていた。	

	

• 花火師へのインタビューはフリートーク的な自然な会話で、花火のイメージを膨ら
ませることができ、大変良かった。	

	

• 花火自体を描写する実況中継を増やしたほうが良かった。花火の音と観客の雑踏音
だけが続くと寂しい。花火の音だけを途中から聴いた人は、何のことなのかわから

ない。途中で別のパーソナリティが飛び入り参加して 3人で花火の盛り上がり感が

高まったように思うので、出来れば 3人以上の多人数で中継するとさらに良かった

のでないか。	

	

• 花火の打ち上げが 13のプログラムからなっているので、それぞれのプログラムで打
ち上がる花火の形・色などの見所を事前に調べて言った方がよい。各プログラムの

頭で「何号の花火が何発上がる」など専門用語の解説を交えながら中継すると聴取

者は現場のイメージが膨らむ。花火のポン、ポンという音はそのあとで音量をあげ

るとメリハリがつく。	

	

• 花火紹介の会場アナウンスを流したり流さなかったりではなく、ずっと流すのも１
つの選択肢であろう。	

	

• 中継時間が長いので、上記③④⑤のような点に留意した番組づくりを来年度以降、
期待する。	



 

 
 

	

• 会場の花火提供者の企業等紹介アナウンスと、中継番組内の提供スポンサーCM の区別が

わかりにくいところがあった。番組スポンサーCM のところは、花火会場の音量は下げて

よいだろう。	

	

	

以上で審議は終了した。	

	

この審議会の議事録は 2018 年 9月 20 日から事務所で閲覧できるようにした。	

この審議会の議事録は 2018 年 9月 20 日からホームページで公開した。	


